




















所在、第 2 節　本研究の目的、第 3 節　本研究
の社会福祉的意義、第 4 節　本研究の構成／第
4 章　調査：離婚家庭の子どもへの面接調査、第
1 節　目的、第 2 節　方法、第 3 節　結果、第 4
節　考察、第 5 節　まとめ／第 5 章　総合考察：
離婚家庭の子どもが回復に向かうための好条件、
第 1 節　4 つの視点から考える “ 離婚家庭の子ど
もが回復に向かうための好条件 ”、第 2 節　本研
























































































　離婚家庭の子ども男女 5 人 ( 男子 3 人、女子
2 人 ) が調査対象となった。調査時の平均年齢は
19.6 歳 (19-22 歳 ) であり、親が離婚した時の平
均年齢は 12.4 歳 (8-15 歳 ) であった。
2) 調査方法
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